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ることが予想される．しかしながら, BMS に対する IU や健康不安の影響を
検討した研究はこれまで行われていない．そのため，本研究は，BMS 患者の
治療満足度に IUおよび健康不安が及ぼす影響を検討することを目的とした． 
この研究は，研究 1 と研究 2 に分けて行った．研究 1 は，IU および健康不
安の影響が BMS 患者と一般歯科患者にどのような違いを示すのかを後ろ向
き研究にて検証した．研究 2 では，研究 1 で BMS 患者の治療満足度と関連が
示された変数を対象に，前向き研究によって研究の再現性が得られるか検証
した．また，BMS 患者は非定型歯痛や口腔乾燥症，味覚障害のような歯科心






名を患者群とした．患者群の年齢は，61.43 歳（SD＝8.13），男性が 2 名，女
性が 32 名であった．札幌歯科口腔外科クリニックを受診した一般歯科患者
100 名を一般歯科患者群とした．一般歯科患者群の年齢は 53.73 歳（SD＝
8.85），患者は，すべて女性であった．一般歯科患者群の診断名は，根尖性歯
周炎（43 名），齲蝕（27 名）歯周病（9 名），義歯不適合（5 名），顎関節症
（4 名），歯髄炎（4 名），口内炎（2 名），不明（6 名）であった．調査項目
は，①口腔内状態の満足度，②初診と比べた現在の症状の程度（以下，症状
の程度と略す），③IU（Short Intolerance of Uncertainty Scale），④健康





















かになった．研究 1 では，後ろ向き研究にて，IU が口腔内状態の満足度と症
状の程度の関係に影響を及ぼす変数であることが示された．この特徴が BMS
患者と歯科心身症患者のどちらに特有なのか，また，前向き研究で同様の結




断された患者 22 名と BMS 以外の歯科心身症と診断された患者 17 名を対象と
した．対象者の年齢は，BMS の患者は 60.55 歳（SD＝16.04），男性が 5 名，
女性が 17 名，BMS 以外の歯科心身症患者は 59.82 歳（SD＝15.12），男性 1
名，女性が 16 名であった．BMS 以外の歯科心身症患者の病名は，非定型歯痛
（12 名），口腔異常感症（5 名）であった．調査項目は，①現在の疼痛の程
度，②患者評価による治療満足度の程度，③IU（ Short Intolerance of 
Uncertainty Scale），の 3 項目で行った．調査方法は，初診時に①現在の疼
痛の程度，③IU の 2 項目に対して回答を求め，初診から 3 ヶ月後に①現在の
疼痛の程度，②患者評価による治療満足度の程度の 2 項目に回答を求めるも
のであった．分析には，初診から 3 ヶ月後までの「疼痛の変化量」，3 ヶ月後













た（r=0.16，p =0.565）．  
考察 
研究 2 の結果より，IU が高いと疼痛の変化量と治療満足度との関連を強
めていることが示唆され，前向き研究によって研究 1 の結果が再現された．
また，BMS 以外の歯科心身症患者群では，疼痛の変化量と治療満足度の関連




IU が低い BMS 患者では，満足度を高めるためには症状の改善が必須では
ないことが示唆された．IU が高い BMS 患者では，満足度を高めるために，症
状改善が必要であることが示唆された．症状改善が見られない場合は，患者
の不満足感につながり治療の中断や「ドクターショッピング」を行う可能性
が高くなることから，初診の時点で IU を測定できる Short Intolerance of 
Uncertainty Scale を用いて患者をスクリーニングし，全般性不安障害の治
療に用いられている認知行動療法を治療の一環として早期に IU の高い患者
に対して取り入れる．それにより患者の IU を低下させ，不満足感の高まり
を防止できる可能性が示唆された． IU を低下させる方法が全般性不安障害
の治療を参考に提唱されているため，BMS 患者に対しても適応し，その効果
を検証していく必要がある． 
